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ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
時
の

  

空
白
解
消
と

  

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

  

観
光
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　

５
月
31
日
付
（
４
８
１
号
）
掲

載
の
本
コ
ラ
ム
で
、
国
土
交
通
省

の
共
創
モ
デ
ル
実
証
運
行
事
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
『
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
時
の
空
白
解
消
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
観
光
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
』と
い
う
テ
ー
マ
で
応
募
し
、５

月
12
日
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
書

い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
採
択
の
後
、
実

際
の
着
手
が
許
可
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
、
実
施
に
必
要
と
な
る
業
者

の
見
積
書
提
出
な
ど
様
々
な
手
続

き
が
必
要
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
提
出
書
類
等
の
審
査
を
経
て
、

初
め
て
実
施
許
可
が
出
さ
れ
る
。

最
終
的
な
許
可
が
出
る
ま
で
は
正

直
、
不
安
な
日
々
が
続
く
こ
と
に

な
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
、
７

月
12
日
付
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付
決
定
書
が
出

て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

に
向
け
た
実
際
の
活
動
を
開
始
す

る
こ
と
が
出
来
た
。

　

そ
の
後
は
、
関
係
す
る
タ
ク
シ

ー
事
業
者
に
対
す
る
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
）
に
お
け
る
眼
目
で
あ
る
車

載
タ
ブ
レ
ッ
ト
設
置
の
目
的
の
説

明
、
設
置
希
望
事
業
者
の
募
集
と

所
属
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
へ
の
説
明

会
の
実
施
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

業
者
へ
の
発
注
と
タ
ク
シ
ー
車
両

や
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
車
両
へ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
設
置
工
事
の
段
取

り
な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
は
沢
山

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
共
創
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
は
、
構
成
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
運
営
会
議
の
創
設
と
そ
の

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ワ
ー
ク
ス
に
よ
る
連
絡
網

を
作
成
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
準
備
し

た
。
こ
う
し
た
実
務
的
な
業
務
の

推
進
は
、
株
式
会
社
静
岡
Ｔ
ａ
ａ

Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
に
業
務
委
託
を
し
て

い
る
。
そ
し
て
、静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
ト

ラ
ベ
ル
の
共
同
代
表
で
あ
る
杉
本

哲
也
・
東
海
電
子
社
長
は
こ
の
よ

う
な
実
務
の
推
進
に
非
常
に
長
け

て
お
り
、
今
回
の
共
創
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
採
択
さ
れ
、
実
施
の
許
可

に
ま
で
辿
り
着
け
た
の
も
、
こ
の

分
野
で
の
経
験
豊
富
な
杉
本
社
長

の
手
腕
に
追
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

タ
ク
シ
ー
車
両
と
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
車
両
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
設
置
と
共
に
、
今
回
の
共

創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
課
題

の
一
つ
で
あ
る
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港

時
に
お
け
る
清
水
港
の
現
場
で
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
関
す
る
情
報

の
収
集
と
解
析
、
そ
れ
ら
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
の
需
要
予
測
に
つ

い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

主
体
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
静
岡

Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
か
ら
株
式
会
社
静
岡
Ｔ

ａ
ａ
Ｓ
ト
ラ
ベ
ル
に
業
務
委
託
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、

タ
ク
シ
ー
業
界
、
静
岡
市
や
静
岡

県
な
ど
の
地
域
行
政
、
運
輸
局
な

ど
の
監
督
機
関
に
広
く
公
開
、
共

有
を
図
っ
て
行
く
予
定
で
あ
る
。

  

10
月
３
日
、

  

清
水
港
ク
ル
ー
ズ
船

  

ド
ラ
イ
バ
ー
最
適
配
車

  

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

  

始
動
！

　

今
回
の
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

目
的
は
、
大
型
の
ク
ル
ー
ズ
船
が

清
水
港
に
寄
港
す
る
こ
と
で
発
生

す
る
一
時
的
な
交
通
空
白
を
解
消

す
る
こ
と
、
そ
し
て
清
水
港
で
下

船
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
観
光

体
験
の
質
を
改
善
す
る
こ
と
に
あ

る
。
そ
の
大
き
な
柱
が
、
ク
ル
ー

ズ
船
客
が
利
用
を
望
む
タ
ク
シ
ー

車
両
お
よ
び
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
車
両
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
設

置
し
、
一
元
的
に
効
率
の
良
い
最

適
配
車
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

用
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

設
置
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
役

割
は
四
つ
あ
る
。

①
現
在
は
、
清
水
港
に
お
い
て
タ

ク
シ
ー
や
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
な
ど
の
車
両
が
待
機
し
て
い

る
広
大
な
駐
車
場
が
、
同
場
所

に
静
岡
市
海
洋
地
球
総
合
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
建
設
さ
れ
る
関
係

で
使
え
な
く
な
り
、
待
機
す
る

場
所
の
み
な
ら
ず
、
乗
り
場
に

向
か
う
待
機
の
順
番
が
分
か
ら

な
く
な
る
の
で
、
新
た
に
設
置

す
る
車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

よ
っ
て
順
番
を
確
定
し
、
ス
ム

ー
ズ
に
運
用
で
き
る
よ
う
シ
ス

テ
ム
を
組
む
。

②
タ
ク
シ
ー
や
日
本
版
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
な
ど
の
車
両
が
枯
渇
し
た

時
、
乗
車
を
待
つ
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
ら
に
、
い
つ
出
発
で
き
る

か
の
判
断
材
料
を
、
車
載
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
車
両
の
位

置
や
動
態
に
よ
っ
て
情
報
提
供

を
す
る
。

③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
ら
を
乗
せ
た

車
両
が
タ
ク
シ
ー
無
線
の
届
か

な
い
遠
隔
地
に
行
っ
た
場
合
の

車
両
位
置
の
把
握
、
さ
ら
に
は

事
故
や
故
障
時
の
対
処
、
帰
還

時
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。
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事業実施に着手！
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サイ
トへ
GO
！

タクシー専門求人サイト！

９:00 から 21:00 お問い合わせ受付中 ▶▶ 0120-84-8284

運転
の仕
事 .
 jp

80％以上が未経験者からの応募！ タクシー経験のない人にも分かりやすくサイトで紹介！
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④
車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
位
置
情
報
を
ト
リ
ガ
ー
に
し

て
、
観
光
地
の
情
報
を
外
国
語

音
声
に
て
提
供
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
の
観
光
体
験
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
。

　

こ
う
し
た
四
つ
の
役
割
を
持
っ

た
車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
９

月
中
に
か
け
て
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
に
参
加
す
る
各
タ
ク
シ
ー

会
社
の
車
両
に
設
置
さ
れ
、
10
月

３
日
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
ジ
ャ
ン
・
ス

ピ
リ
ッ
ト
号
の
寄
港
時
か
ら
本
格

稼
働
を
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　

車
載
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
設
置

台
数
は
、
地
元
で
あ
る
静
岡
市
清

水
地
区
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
中

心
に
１
０
０
台
を
超
え
、ま
た
、既

に
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
配
車
セ
ン
タ

ー
に
配
車
業
務
を
委
託
し
て
お
り
、

か
つ
、
シ
ス
テ
ム
オ
リ
ジ
ン
社
製

の
「
み
ち
び
き
」
と
い
う
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
設
置
し
て
い
る
車
両

に
つ
い
て
も
、
同
等
の
機
能
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、合
計

で
１
５
０
台
ほ
ど
が
こ
の
清
水
港

ク
ル
ー
ズ
船
最
適
配
車
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

果
た
し
て
、
こ
の
実
験
的
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ど
れ
ほ
ど
ク
ル

ー
ズ
船
寄
港
に
よ
る
清
水
港
で
の

一
時
的
な
交
通
空
白
の
解
消
に
役

立
つ
の
か
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
慎

重
に
検
証
し
て
行
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
試
行
錯
誤

を
通
じ
て
改
善
を
積
み
重
ね
、
３

年
後
に
は
、
富
士
山
と
い
う
日
本

を
代
表
す
る
観
光
資
産
を
背
負
う

清
水
港
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
船
寄

港
体
験
が
量
、
質
と
も
に
日
本
一

と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。

  
全
国
自
治
体
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

  
連
絡
協
議
会
（
全
自
連
）

  

の
こ
と

　

８
月
４
日
、
風
格
の
あ
る
静
岡

県
庁
本
館
特
別
会
議
室
に
お
い
て
、

「
静
岡
県
と
全
自
連
と
の
地
域
公

共
交
通
活
性
化
に
係
る
連
携
協
定

締
結
式
」
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
専
門
部
会
で
講
演
会

が
行
わ
れ
、
大
分
県
別
府
市
の
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
「
湯
け
む
り
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
」
を
運
行
す
る
別
府

市
の
担
当
者
、
お
よ
び
運
行
主
体

で
あ
る
一
般
社
団
法
人
別
府
市
産

業
共
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｂ
Ｉ

ｂ
ｉ
ｚ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
か
ら
、
こ
の
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
設
立
経
緯
と

現
状
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

私
が
こ
の
会
合
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
実

は
、
そ
れ
に
先
立
つ
７
月
28
日
に

全
自
連
の
池
上
明
子
・
事
務
局
長

が
清
水
港
に
お
け
る
静
岡
Ｔ
ａ
ａ

Ｓ
の
活
動
の
現
場
を
視
察
、
高
い

評
価
を
し
て
下
さ
り
、
こ
の
県
庁

で
の
会
合
の
参
加
の
途
を
開
い
て

く
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

別
府
市
で
も
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄

港
時
に
二
次
交
通
の
不
足
と
い
う

交
通
空
白
問
題
が
生
じ
て
お
り
、

清
水
港
で
の
取
組
が
参
考
に
な
る

と
の
こ
と
で
、
こ
の
専
門
部
会
で

も
静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
名
前
を
挙
げ

て
紹
介
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、
質

疑
応
答
の
際
、「
な
ぜ
別
府
市
で

は
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
は
な

く
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が
採
用

さ
れ
た
の
か
」
と
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
タ
ク
シ
ー
業
界
側
の
動
き
が

遅
く
、
結
果
的
に
行
政
主
導
の
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
た
、
と
の
返
答
だ
っ
た
。

　

実
際
の
経
緯
の
詳
細
は
分
か
ら

な
い
が
、
少
な
く
と
も
タ
ク
シ
ー

業
界
が
主
導
す
る
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
な
ど
の
形
で
地
域
公
共
交

通
を
引
っ
張
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
の
は
、タ
ク
シ
ー
業
界
に
身
を

置
く
者
と
し
て
は
残
念
な
こ
と
で

あ
り
、
様
々
な
事
情
は
あ
る
と
思

う
が
、
地
域
の
交
通
空
白
問
題
に

対
し
、
タ
ク
シ
ー
業
界
が
及
び
腰

で
い
る
と
、
特
に
地
域
の
行
政
が

積
極
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
タ

ク
シ
ー
業
界
が
関
わ
ら
な
い
世
界

で
物
事
が
進
ん
で
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
、
と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
だ
。

　

現
在
、
静
岡
県
で
も
、
ク
ル
ー

ズ
船
の
寄
港
に
よ
る
一
時
的
な
交

通
空
白
問
題
の
発
生
を
機
に
、
都

市
型
ハ
イ
ヤ
ー
の
採
用
、
他
の
営

業
区
域
と
の
相
互
乗
入
な
ど
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
と

り
あ
え
ず
反
対
と
い
う
姿
勢
か
ら
、

む
し
ろ
そ
れ
を
タ
ク
シ
ー
事
業
に

お
け
る
営
業
領
域
の
拡
大
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
、
前
向
き
に
取
り

組
む
必
要
も
あ
る
と
思
う
。

　

何
故
な
ら
、
い
ま
目
の
前
に
あ

る
交
通
空
白
の
解
消
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
潜
在
需
要
の
開
拓
に
つ
な

が
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。
私

が
代
表
者
を
務
め
る
静
岡
Ｔ
ａ
ａ

Ｓ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
そ
う
し
た
前

向
き
な
試
み
に
是
非
お
役
に
立
っ

て
行
き
た
い
と
思
う
。

（
２
０
２
５
年
８
月
24
日
）

辻 裕
長方形


